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「外国人増加率」熊本トップ 人口動態調査
福岡１０位、実習生増え

総務省が１１日発表した今年１月１日現在の住民基本台帳に基づく人口動態
調査によると、日本に住民登録している外国人の増加率では、熊本県が前年
比１６・６４％増で全国の都道府県でトップになり、鹿児島県（１５・２
２％増）、宮崎県（１４・１６％増）と続いた。福岡県（１０・６３％増）
は１０番目に大きかった。人口減が進む九州では、留学生や技能実習生の受
け入れ拡大が顕著となっている格好だ。
熊本県では、熊本地震の復興現場を支える技能実習生をはじめ、農業分野

での受け入れが広がったことで、１９１３人増えて計１万３４１１人になっ
た。八代市ではベトナムやフィリピンからの技能実習生らが２３３人増え、
玉名市は大規模農家の実習生らが１４５人増えた。
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ただの労働力じゃない、外国人と農業を学ぶ場に
熊本が目指す「世界とつながる農業」

2016年の熊本地震で、阿蘇大橋が崩落した熊本県南阿
蘇村。東海大の移転で学生アルバイトもいなくなり深
刻な人手不足が続く。
県内の外国人労働者は約7700人で、うち3割が農林業に
従事する。県内に住む外国人は昨年で17%増え、伸びは
全国の都道府県で最大だった。県の担当者は「復興需
要による建設業者などの人手不足が要因」とみる。

熊本地震で県内の農地も被災し、人手不足の問題も加
速しました。担い手を外国人労働者に頼らざるを得な
いのが熊本の農業の現状です。
そういう状況を考えて、熊本県は「グローバル農業の
戦略拠点」として、地震からの復興と「世界とつなが
る農場」を掲げて国の特区申請をしました。
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【くまもと農業アカデミー】ベトナム人技能実習生を
対象とした講座を開催

農大では、農業者の学び直しの場を提供する
「くまもと農業アカデミー」で多様な講座を
開催しています。9月11日には、ベトナム人技
能実習生を対象とした研修会を開催しました。
この研修は、近年増加している外国人技能実
習生に対し、くまもと農業への関心を深めて
もらうとともに、将来本県と母国の農業の懸
け橋となるような人材の育成を目的として開
催しているものです。研修では、本県農業の
概要や農業大学校での就農研修の概要につい
て説明を行いました。
22名の実習生は熱心に講義に聞き入り、アン
ケートでも多くの実習生が「今後の農業研修
に役立つ」「くまもと農業の印象が良い」と
答えるなど好評でした。
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外国人の働き手「活用すべきだ」 企業３割、
労組４割 熊日アンケート

熊本県内の労働現場で、企業の３割、労組・組合員の４割が、永住者から特定技能、技
能実習生、留学生アルバイトなど、何らかの形で外国人を働き手として活用すべきだと
考えていることが、３日、熊本日日新聞社のアンケートで分かった。
外国人を「活用したい、すべきだ」と答えたのは、企業で３３・０％の３４、労組側で
は４３・４％の４９だった。労使で約１０ポイントの差があり、現場にいる労働者の方
が、外国人労働力を活用した人手不足への対応を強く望んでいるとみられる。
外国人を活用する理由は、労使とも「人手不足」が最多で、企業で５２・９％、労組で
５１・０％を占めた。２番目は労使とも「グローバル化に対応するため」だった。
一方、「活用したくない、すべきでない」は、企業が２０・４％、労組側は１２・４％
と８ポイント低かった。企業側の理由では「国内労働力で十分だから」が最多で３８・
１％。「言葉の壁がある」と「ノウハウがない」が各２３・８％で続いた。労組側では
「言葉の壁がある」が最多で、半数を占めた。
「活用するなら、どんな在留資格の外国人か」（複数回答可）と聞いたところ、企業、

労組ともに永住者や日本人の配偶者、専門・技術職外国人など、より長期間働ける資格
が上位だった。
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外国人に日本の自転車の交通ルールを分か
りやすく理解してもらおうと、熊本中央署
が「自転車交通安全クイズ」を作成した。
外国人技能実習生の講習会で配って啓発す
るほか、県警のホームページにも掲載して
いる。

「カサをさして自転車に乗った」「酒を飲
んでも運転してよい」「赤信号でも止まら
なくてよい」など全９問のクイズに○×で
回答する。日本語をはじめ、中国語や韓国
語、英語、ベトナム語の５カ国語バージョ
ンを作った。

クイズで交通ルール知って 外国人向けに
熊本中央署が作成 熊本日日新聞 | 2021年02月27日
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